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費量を年間 3.2 TWh削減できること、さらに空調エネルギー削減の波及効果を考慮すれば合計 4.0 TWhの削減が可
能になることを示している。
(3) パーソナルコンヒ。ュータのエネルギー消費効率を、 10 種のモデルに対する電力消費量実測結果、用途別の処理
速度実測結果とオフィスにおける職種別の使用ノ〈ターンを基に評価し、現状の省エネルギー法におけるエネルギー消
費効率評価方法が適切でないことを示すと共に、より望ましい評価方法のあり方について知見を得ている。
(4) スーパーコンビュータやクラスタコンビュータ等大型計算機の電力消費実態を計測し、この結果を基に同一の
計算をおこなわせた場合の計算機種類毎の計算速度と電力消費量の関係を示している。
以上のように、本論文は今後の情報化の進展にともなうエネルギー消費の変化を予測し、適切な省エネルギー対策
を立案するために有用な成果を多数提供しており、環境工学の進展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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